
ています。だからこそ個人や家族の歴史だけでな
く、街並みも大切にされています。そして、街並み
を整えるためには、そこに住んでいる人たちが共に
歩んでいかなければなりません。
　だからこそ、リノベーションは空間だけを作るも
のではありません。人の心であったり、人をつなぐ
ツールだと思っています。とことんお客さまの話を
聞いてください。嫌いを聞いて、好きを引き出して
あげる。ここがスタートだと思います。
　今後は日本でも、リノベーションのプロジェクト
をコラボしたり、人材育成などにも取り組みたいと
考えています。皆さんと一緒に、デザインの力を深
掘りしていけたらうれしいです。

から全国へ！

「RENOVATION NOW 2025」開催報告と御礼

九州・沖縄

　私はリノベーションを、ただ建物を再生するだけ
ではないと思っています。地域の記憶を受け継ぎな
がら、新たなつながりを生み出す。そういうプロセ
スだと思っています。そこで重要なのが会話です。
意外に感じられるかもしれませんが、コミュニケー
ションとは単に話を聞くことではありません。むし
ろプロジェクトが終わった後に、フィードバックを
受けることが大切です。
　私が日頃から意識しているのは、顧客参加型のデ
ザインです。自分がデザイナーとしての経験を伝え
るだけではなく、目の前にいるお客さまと一緒に共
創する。みんなを巻き込みながら、一つのデザイン
を築いていくことを30年以上続けています。それ
が顧客満足度の向上につながり、関係性を築くこと
にもなります。
　お客さまとの会話を通じて作り上げたデザインを
「よかった」と言われるか、もっとうまく改善でき
たはずなのか。そのフィードバックを通じたコミュ
ニケーションこそ、大変重要です。参加型デザイン
というのは、育んでいくためのデザインなんです。
プロジェクトが終わった後も、会話を育むことを意
識してください。

　続いては、リノベーション空間建築における素材
やトレンドについてお話しさせていただきます。日
本でもサウナがブームとなっているように、ウェル

ネスに対する興味が世界的に高まっています。自然
の音であったり、光であったり、空気の質であった
り。とことんウェルネスについて考えることが求め
られています。
　それから、流動性もキーワードとなるでしょう。
しなやかに対応できる余白を作ることが大切です。
空間の流動性とは、家具などの可変性ではありませ
ん。働き方の変化だったり、趣味が変化することへ
対応できるデザインが求められています。
　いまアメリカでは東洋の美、つまり日本の「和文
化」が注目されているんですが、美の基準が変化し
てきたと感じています。これまでは形や機能など、
目に見える部分を意識していました。しかし、現在
では感情や体験、時間の流れなどを指すようになっ
ています。物と人、自然と人工、東洋と西洋などの
境界を超えた価値観から、自由なデザインを作って

いく。これからは、このような考えに基づいた空間
作りが求めれるのではないでしょうか。

　私は人間学や哲学にとても興味を持っています。
インテリアデザイナーとして、感情を豊かにした
り、コミュニケーション能力を高めたり、技術を磨
くことも重要でしょう。ですが、それ以上に、社会
や経済の仕組みを理解しておくことが大切です。
　最近は、アントレプレナーシップが注目されてい
ます。地域の課題であったり、空間の課題であった
り、デザイナーとしての課題であったり。さまざま
な課題を解決していくためには、そういった精神と
知識が必要です。そのために大切なのは、自分自身

コミュニケーションで育む
空間作り

流動性を前提とした
デザイン

を知ることです。
　お客さまの思いがこもった唯一無二のデザインを
表現するためには、逆説的ですが自分ができないこ
とを伝えてあげる。自分を主役にするのではなく、
プロとしての軸を明確にアドバイスし、お客さまを
プロジェクトに巻き込んでいく。デザイナーが建築
家や工務店と協業し、技術、感性、そしてコミュニ
ケーションが調和した結果こそ、インテリアデザイ
ンと言えるのではないでしょうか。

　お客さまを魅了するために、私は自分の直感を信
じた上で、とことん話を聞いて価値観を共有してい
ます。デザインというのは効果的な対比、言いかえ
ると本質の価値を引き出してあげることです。その
ために専門家として協創し、技術のプロとしての誇
りを持ってデザインしています。
　また、差異と共感が驚きを生むことも覚えておい
てください。楽しませたり、感動したり。その感動
が次の期待となって、空間を楽しませていく。つま
り、お客さまを魅了していきます。さらに大切なの
が、先入観をなくすことです。自分の心を無の状態
にして生まれたデザインこそ、きっとお客さまの心
を引きつけます。また、そうすることで私たち自身
もプロとして優れたアイデアが出せるようになるで
しょう。
　心を動かすデザインには、3つの視点が重要で
す。空間と感情、そして対話です。良いデザイン
は、お客さまとの対話から生まれます。空間づくり
とは、人と人との距離感をデザインすること。そし
て日々の出来ごとから生じる感情を、きちんと受け
止める場とすることが大切です。

　アメリカでは、歴史を刻むことがすごく重視され

2025年度 九州沖縄エリアの活動を振り返って 

　2025年度の九州沖縄エリアは、各支部の動きをつなぎながら、学びと交流の
機会を積み重ねた一年となりました。春の熊本RBSでは、相談会とセミナーを組
み合わせたイベントを開催し、BtoCの取り組みとしても手応えのあるスタート
となりました。その後も宮崎・鹿児島・沖縄・福岡と、地域ごとの課題や関心に
合わせた勉強会やセミナーが各地で行われ、少人数ながら内容の濃い場が継続し
て生まれています。
　福岡ではRCNT資格更新講習を実施し、久しぶりに多くの会員が一堂に会する機
会となりました。また、宮崎市主催セミナーへの参画や、メーカーと連携した沖
縄RBSなど、行政・企業との協働による企画が実現したことも今年度の特徴です。
　秋には「RENOVATION NOW 2025」を開催。基調講演や現場ツアーを通じて、

生活者に向けたリノベーションの発信と、会員同士の横のつながりを同時に育む
機会となりました。
　こうした活動の裏側では、日程調整や告知方法の整理、申込・運営フローの見
直しなどを行いながら、支部長不在エリアのフォローや今年度発足した宮崎支部
の立ち上げサポートも進めてきました。6役ワーキングではより濃い議論につな
げるため、理事・事務局長・事務局・広報の4役で事前に会議を行い、論点整理
や段取りを整えたうえで6役ワーキングに臨んできたことも
今年度の改善でした。
　各支部の皆さま、登壇者の方々、そして協力いただいた企
業・関係者の皆さまの支えがあってこその一年だったと、事
務局として改めて感じています。心より感謝申し上げます。
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世界の富裕層から信頼を
寄せられるインテリアデザイナーが、
大切にしている接客時の考え方。
RENOVATION NOWの基調講演に
相応しいトップランナーの言葉から、
確かなヒントを掴めるだろう̶̶

インテリアデザイナー
吉田 恵美（よしだ さとみ）

北九州市出身。19歳で渡米後、1994年アイオワ州立
大学芸術学部インテリアデザイン学科を首席で卒業。
アメリカの大手建築会社勤務を経て、2005年デザイン
スタジオ「YZDA」を設立。ニュージャージー州とニュー
ヨーク州を拠点に、主に個人宅のインテリアデザイナー
として活動中。世界最大のデザインサイト Houzzでは
「Best of Houzz」賞を、12年連続で受賞。2018年フジ
テレビ系「セブンルール」に出演。同年に東京オフィスを
設立し、講演や執筆など活動領域を広げている。

リノベーションナウ事務局
平成広告宣伝事務所
土田芳史吉田氏の基調講演 熊本で開催された特別講演会

九州沖縄エリア部会 事務局　原文美

　11月1日（土）～9日（日）に開催されたRENOVATION NOW 2025。たくさんのご
参加、誠にありがとうございます！初日となる11月1日には、福岡で吉田恵美氏
の基調講演が行われ、九州各地から100名近いご来場をいただきました。世界最
新のトレンドから、相手の話をとことん聴く対話術とそれを活かした実績まで、
心に残る貴重な学びの時間となりました。
　その他にも、福岡では4社合同のリノベツアー、熊本では久田一男氏（9株式
会社）と田村晟一朗氏（株式会社タムタムデザイン）による特別講演、そして北
九州では3社合同のリノベーション相談会など、各地で多彩なイベントが繰り広
げられました。
　今回のイベントを通して、九州全域でリノベーションの魅力を発信できたこ
と、とてもうれしく感じています。ご参加くださった皆さま、そして関係者の皆
さまに改めて深く感謝申し上げます。ありがとうございました！

警固神社社務所ビルで開催された講演会には、およそ100名が
来場。熱心にメモを取りながら、聞き入る参加者も多かった。

2025年11月1日、福岡市中央区で開催されたRENOVATION NOW 2025 基調講演「ニューヨークで学んだ心を動かすインテリアデザインと会話術～リノベーションが拓く地域の未来」の内容を要約
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「協業」がビジネスの広がりをつくる

九州沖縄事務局からのお知らせ

Pick Up！

NEWS！

年次総会兼新年会
（博多駅バスターミナル会議室）

事務局会議（はぴりの）

宮崎支部 「リノベの勉強会#5」
（新公民館VOL）

WG（リノベエステイト）

事務局会議（はぴりの）

福岡支部RBS
「インテリックスの山本会長が
買取再販の歴史を語る」

WG（リノベエステイト）

  

2月以降の主なスケジュール

 
（はぴりの）

（ハラプロ）
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 2月10日（火）　 

 3月  3日（火）　

 3月 16日（月）

 4月  7日（火）　

 5月12日（火）

 5月中～下旬
　　（予定）　
 

 6月  2日（火）　

来期からスタートする福岡支部
では、北九州支部と合同でさま
ざまなイベントを計画中です。
夏には北九州市内で「タムタム
デザイン × ひまわり」のデザイ
ン塾、秋にはROY2025無差別
級で最優秀賞を獲得したエン
ジェイワークスの福田社長によ
る講演会などを企画していま
す。お楽しみに！

　リノベ会社と工務店さま向け情報発信イベント「リノベーションBOX」
を、11月末に福岡で開催しました。九州沖縄エリアから170社、320名がご来
場いただき、大変盛況なイベントとなりました。
　今回多くのお客さまにご来場いただけた要因の1つが、協議会の皆さまのセ

ミナーによるものでした。当社が協
議会の取組みに参加して7年ほど経
ちますが、RBSなどで実施されてい
る「営業手法」や「集客」のセミ
ナーが素晴らしく、これを私たちの
お客さまにも届けたいと考え、形と
した結果が本イベントです。
　この取り組みを通じ、感じたのは
2点です。1点目は、皆さまがセミ
ナーで提供されるコンテンツの魅力
です。アンケートでも満足度が高
く、もっと話を聞きたい、今後もこ
ういった機会を増やしてほしいとい
うご要望を多数いただきました。協
議会の方々にとっては常態的な講演

かもしれませんが、非会員の工務店の方などの
ニーズは大きいことを強く感じました。
　2点目は、協業がビジネスの広がりにつながる
ということです。今回のイベントを通じ、協議会
への入会に前向きな会社が2社、資料送付希望は
10社以上ありました。当社としても売上のない事
業者さんもあり、新たなビジネスが生まれる可能
性を感じています。当社の営業スタッフの動員力
が、自社のみでなく皆さまとの新たな顧客接点を
作れたことも、協業を通じた相互メリットだと感じています。
　今後も皆さまとの協業を通じB to B及びC向けに、リノベーションの魅力を伝
えるメーカーとして並走したいと思います。今回は、本当にありがとうござい
ました！

パナソニックハウジング
ソリューションズ株式会社
九州支社 営業企画部市場開発課
課長　高鳥つばさ
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リノベで変わる不動産収益構造

　従来の不動産活用は、賃貸共同住宅を中心とした長期保有型が一般的で
した。しかし近年は、建築費の高騰や土地価格の上昇により、従来型の賃
貸モデルでは想定していた利回りを確保しづらい状況が続いています。多
くの不動産オーナーにとって、既存資産をどのように活かし、収益性を高
めていくかが大きな課題となっています。
　こうした背景の中で有効な手法が、リノベーションによる用途転換で
す。住宅や事務所として使用されていた建物を、ホテルやサウナなどの高
付加価値施設へ転換することで、同じ建物でも収益構造を大きく変えるこ

とが可能となります。特に宿泊・ウェルネス分野は、観光需要や個人利用
の拡大により、安定した集客が見込める市場です。
　また、AIを活用した予約・管理システムや、24時間対応のオペレーショ
ン会社との連携により、オーナー自身が現場対応に追われることなく運営
が可能になっています。これにより、人件費や管理コストを抑えつつ、効
率的で安定した運用が実現します。
　リノベーションは単なる建物改修ではなく、不動産の価値と収益性を再
構築する投資手法です。既存資産を最大限に活かし、将来にわたり安定し
た収益を確保するための選択肢として、今後ますます重要性を増していく
でしょう。

自分を知ることで
課題を解決する

心を動かすデザインに
欠かせない3つの視点

嫌いを聞いて、好きを引き出す

吉田さんが、実際に手がけたアメリカの邸宅。顧客との会話を繰
り返すことで、優れたデザインを生み出している。癒し、居場所、
居心地を重視し、対話の中から顧客がリノベーションする目的や
背景を探り出すことが重要。

今回の講演は、田村氏（タムタムデザイン／写真左）を通じて吉田
さんに依頼した。松山部会長（写真右）と共に、北九州に縁があ
る3者のスリーショット。

2025年10月から11月にかけて、国内で多数のワークショップや
講演会を開催。グローバルな視野で活動を続けている。

1

入賞

全力で社会課題に向き合い、突破する姿に感動！

　今年の受賞作品は、建築費高騰や深刻な空き家問題、職人不足など、厳しい社会課題をい
かに突破するかを考えた作品が多い印象でした。特に印象的だったのは、グランプリを受賞
した合同会社つみき設計施工社の「人間は、つくることをやめない」です。施工者という枠
を、施主やその家族、仲間にまで広げ、DIYを通して一緒につくりあげた住まいは、ただの
課題解決にとどまりません。その住まいに関わるすべての方が、「暮らしをつくる楽しさ」
を最大化しようとすることは、今後のリノベーションにとって大切な姿だと感じました。
　これからは、ハードとしての住宅性能向上だけではなく、さらにその先にある体験や感動
などのソフト面をいかに設計するかが、より一層重視されていくと思います。次回のROYか
らは、会員以外の公募も可能となる予定です。団体の垣根を超えて、より多くの素敵な作品
に出会えるのではないかと、今からワクワクしています。受賞された皆さま、本当におめで
とうございます！

九州沖縄エリア部会  広報    土田芳史

「RENOVATION OF THE YEAR 2025」に参加しましたTOPIC！

　南国宮崎の気候に適した「棲み分け断熱」が、この度特別賞を受賞しまし
た。断熱性能とコストの最適解を追求し、既製品では届かない「地方の特殊
解」をリノベーションで実現した提案です。地域の環境に根ざした豊かな暮ら
しのあり方が、全国で評価されたことを光栄に思います。

PAAK DESIGN　鬼束準三

　毎年のトレンドがわかるROYは、年末の楽しみ
です。今年のグランプリは「参加型リノベでDIY
の復権」。納得の受賞でした！そして来年のトレ
ンドを妄想するのも、また楽しみのひとつ。当社
もあきらめませんよ！グランプリを獲るまでは！

ASTER　中川正太郎

ひまわり（北九州支部）

　“いいね！”の数も、リノベーション内容も伴わ
なければ、受賞が難しいと年々実感しています。
入賞に満足することなく、来年も全国へ福岡発、
九州発の魅力的なリノベーションを届けられるよ
う、日々の空間づくりに尽力していきます。

ひまわり　杉 佳亮

タムタムデザイン（北九州支部）

　受賞には至りませんでしたが、授賞式を通して
当社の「現在地」を改めて確認できました。変化
し続けるリノベーション業界に向き合いながら、
来年に向けて体制や挑戦のあり方をアップデート
していきます。

タムタムデザイン　田村晟一朗

　トップレベルのクライアントを顧客とし、華やかな世界で活躍を続ける吉田さんですが、実はとても泥臭く努力を続けられている方なの
ではないでしょうか。自分自身ではなくクライアントのために、妥協せず、持てる力を最大限発揮できるよう常に研鑽を続けられていま
す。驕らず謙虚に、仲間と共にゴールを目指す姿は、トップランナーでも初心者でも同じ心持ちであるべきだと感じました。
　また、ご自身で言葉にはされませんでしたが、クライアントを魅了し続けるもう一つのキーワードは「チャーミングであること」でしょ
う。なにより、吉田さん自身がとてもチャーミングな方です。誰に対しても態度が変わらず、丁寧であると同時に真剣です。女性であって
も男性であっても、周囲に愛される魅力的な人物であることは、成長につながる大きな糧だと思います。
　リノベーション協議会がさらに飛躍を続けるためには、建築や不動産だけでなく、さまざまな分野のプロと手を携えていくことが重要で
す。RENOVATION NOWの基調講演に相応しく、オープンマインドな話を福岡で聞けたことを深く感謝しています。

先達に学ぶ

〈インタビュアー〉
九州沖縄エリア部会
事務局長
山崎大亮（株式会社はぴりの）

九州沖縄エリアの会員が入賞した作品をご紹介

　当社の特徴であるマーケティングに関連する視点で受賞できたこと、さらに
は顧客視点に根差したコスト削減の手法が評価されたこと、本当にうれしく感
じています。最後に「4D設計」という考え方を示していただいた松山部会長
に、この場を借りて御礼申し上げます。　　    

はぴりの　竹内健太

「棲み分け断熱」という、暮らし方　PAAK DESIGN（宮崎支部）

快適ゾーン断熱リノベーション賞

工種を絞って、人気エリアに総額2,000万円でマイホーム　はぴりの（福岡支部）

スマートコストダウン・リノベーション賞

4D設計で実現した「子どもと成長する家」　はぴりの（福岡支部）

入賞 入賞

未来プレゼンテーション賞

ASTER（熊本支部）

九州沖縄エリア部会
副部会長
末竹泰典




